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新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
六

年
の
年
頭
に
当
た
り
、新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類
へ
の
移
行
に
よ
り
、

社
会
・
経
済
活
動
の
正
常
化
が
進
み
、
本
格
的
な
景
気

回
復
に
向
け
動
き
出
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
は
長
期
化
の
様
相
を
呈
し
、
新
た
に
イ

ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
紛
争
の
勃
発
な
ど
世
界
情
勢
は

混
迷
を
深
め
、
高
止
ま
り
す
る
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
、
続
く
円
安
、
米
中
の
競
争
激
化
、
人
権
問
題
、

脱
炭
素
化
の
加
速
な
ど
、
国
際
政
治
経
済
情
勢
や
地
球

環
境
問
題
等
、
世
界
は
多
く
の
難
し
い
課
題
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
。

　

我
々
、
染
色
業
界
と
し
て
は
、
皆
様
方
と
共
に
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
、
着
実
に
前
進
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

染
色
業
界
を
巡
る
状
況

染
色
業
界
を
巡
る
状
況

　

染
色
・
整
理
加
工
業
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
、
国
内
メ
ー

カ
ー
の
海
外
移
転
や
ア
ジ
ア
諸
国
の
追
い
上
げ
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
を
背
景
に
、
長
期
間
に
亘
り
下
降
・

停
滞
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
織
物
・
ニ
ッ
ト
生
地
の
染
色
整
理
加
工
状
況

を
金
額
ベ
ー
ス
で
見
る
と
、
２
０
１
７
年
〜
１
９
年
で

は
、
対
前
年
比
で
98
〜
99
％
台
と
か
ろ
う
じ
て
横
ば

い
、
20
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
81
・
2
％
と
大
き
く

落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
21
年
に
は
漸
く
対
前
年
比
で
105
・

2
％
と
プ
ラ
ス
に
転
じ
、
22
年
も
105
・
9
％
で
推
移
し

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
前

の
水
準
ま
で
回
復
す
る
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
染

料
、
薬
品
、
樹
脂
な
ど
の
原
材
料
価
格
の
高
止
ま
り
は
、

加
工
料
金
の
中
で
吸
収
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
収
益
の

悪
化
を
招
き
、
個
々
の
企
業
努
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
適
正
な
価
格
転
嫁
に
向
け
、

繊
維
産
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
取
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

　

更
に
、
従
業
員
の
高
齢
化
に
加
え
人
材
確
保
難
、
働

き
方
改
革
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
重
な
り
、
極
め
て
厳
し

い
事
業
運
営
を
強
い
ら
れ
る
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
時
代
へ
の
適
応

新
た
な
時
代
へ
の
適
応

　
政
府
は
６
月
に
閣
議
決
定
し
た「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
2
0
2
3
」に
お
い
て
、
我
が
国
が
直
面

す
る「
時
代
の
転
換
点
」と
も
い
え
る
内
外
の
歴
史
的
・

構
造
的
な
変
化
と
課
題
の
克
服
に
向
け
、
大
胆
な
改
革

を
進
め
る
こ
と
と
し
、
三
位
一
体
改
革
の
労
働
市
場
改

革
に
よ
る
構
造
的
賃
上
げ
の
実
現
と「
人
へ
の
投
資
」の

強
化
、
分
厚
い
中
間
層
の
形
成
を
掲
げ
、
投
資
の
拡
大

と
経
済
社
会
改
革
の
実
行
で
は
、
G
X
，
D
X
等
の
加
速
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
推
進
と
新
た
な
産
業
構
造
へ
の
転

換
、
そ
し
て
、
地
域
・
中
小
企
業
の
活
性
化
で
は
、
原

材
料
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
適
切
な
コ
ス
ト
増
加

分
の
全
額
転
嫁
を
目
指
し
、
取
引
適
正
化
を
推
進
す
る

こ
と
等
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
経
済
産
業
省
に
お
い
て
は
、
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
日
本
の
繊
維
産
業
に
つ
い
て
、

「
２
０
３
０
年
に
向
け
た
繊
維
産
業
の
展
望（
繊
維
ビ

ジ
ョ
ン
）」及
び「
繊
維
技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
取
り
ま

と
め
、
産
業
と
し
て
進
む
べ
き
方
向
性
や
今
後
の
政
策

を
示
す
と
と
も
に
、
繊
維
製
品
の
資
源
循
環
に
向
け
た

検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
日
本
繊
維
産
業
連
盟
に
お
い
て
は
、「
２
０
３
０
年
に

あ
る
べ
き
繊
維
業
界
へ
の
提
言
」を
基
本
方
針
と
し
て
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
取
引
適
正
化
に
向
け
た「
繊

維
産
業
自
主
行
動
計
画
」に
つ
い
て
、
下
請
G
メ
ン
の
指

摘
を
踏
ま
え
、
取
引
対
価
、
価
格
交
渉
、
短
納
期
発
注
、

分
割
納
入
、
歩
引
き
用
、
検
査
基
準
、
知
的
財
産
に
つ

い
て
、
自
主
行
動
計
画
の
改
訂
を
行
う
と
と
も
に
、
そ

の
徹
底
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

我
々
も
、
時
代
の
転
換
点
、
難
局
に
直
面
し
、
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
対
応
や
一
層
の
適
正
取
引
の
推
進
、
コ
ス

ト
負
担
の
適
正
化
、
加
工
料
金
や
取
引
条
件
の
改
善
等
、
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ま
た
同
時
に
、
コ
ス
ト
削
減
、
高
品
質
・
高
付
加
価
値

製
品
開
発
、
非
衣
料
分
野
開
拓
、
企
業
間
連
携
、
内
外

の
市
場
開
拓
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
活
用
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
ー
へ
の
対
応
な
ど
、
時
代
の
変
化
と
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
不
断
の
挑
戦
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

環
境
環
境
･･
安
全
問
題
へ
の
対
応

安
全
問
題
へ
の
対
応

　

我
々
は
予
て
よ
り
環
境
・
安
全
対
策
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
法
令
基
準
を
遵
守
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
処
理
水
を
排
出
し
て
お
り
、

環
境
負
荷
の
低
減
に
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
海

外
に
お
い
て
も
環
境
対
策
の
要
求
レ
ベ
ル
が
高
ま
り
、

最
新
の
廃
水
処
理
技
術
の
導
入
に
よ
り
更
に
レ
ベ
ル
の

高
い
処
理
が
行
わ
れ
る
例
も
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

海
外
の
企
業
連
合
は
更
な
る
対
策
を
求
め
る
べ
く
、
高

い
要
求
基
準
を
設
定
し
て
お
り
ま
す
。
国
内
に
お
い
て

も
化
学
物
質
の
規
制
は
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
現
状
に
満
足
す
る
こ
と
無
く
、
新
た
な
技

術
の
導
入
も
踏
ま
え
た
、
よ
り
環
境
負
荷
の
少
な
い
サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
で
環
境
・
安
全
に
配
慮
し
た
も
の
作
り

の
推
進
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
「
繊
維
技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」に
例
示
さ
れ
た
個
別

技
術
に
、
超
臨
界
二
酸
化
炭
素
処
理
技
術
が
あ
り
ま
す
。

本
取
組
は
N
E
D
O
の
補
助
金
を
活
用
し
た
産
学
官
の

取
組
と
し
て
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。
今
後
の

技
術
開
発
に
お
い
て
、
産
学
官
の
連
携
は
非
常
に
重
要

な
取
組
と
捉
え
て
お
り
、
超
臨
界
二
酸
化
炭
素
処
理
技

術
の
取
組
を
参
考
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
節
水
・
リ
サ

イ
ク
ル
・
環
境
対
応
等
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
産
学
官
連

携
に
よ
る
技
術
開
発
に
力
を
入
れ
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

同
時
に
企
業
間
連
携
も
重
要
と
位
置
付
け
、
技
術
・
環

境
対
策
委
員
会
を
中
心
に
、
会
員
企
業
で
協
力
し
、
こ

の
難
局
を
乗
り
切
る
と
共
に
、
そ
の
先
の
新
し
い
染
色

整
理
加
工
を
目
指
し
、
新
し
い
技
術
の
確
立
に
尽
力
致

し
ま
す
。

　

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
観
点
か
ら
、
リ
サ
イ

ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
繊
維
製

品
或
い
は
繊
維
廃
材
の
再
利
用
・
有
効
利
用
が
広
が
り

を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
当
協
会
も
染
色
整
理
の
加
工
技

術
を
活
用
し
未
利
用
或
い
は
廃
棄
さ
れ
て
い
る
資
源
の

有
効
活
用
、
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
・
バ
イ
オ
P
E
T
等
を
用
い

た
布
帛
へ
の
差
別
化
加
工
、
工
場
で
発
生
す
る
繊
維
廃

材
の
有
効
利
用
等
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
も
重
要
な
課
題
と
位
置
付

け
て
お
り
ま
す
。
当
協
会
は
達
成
可
能
な
目
標
と
し
て

2
0
3
0
年
度
ま
で
に
38
％
の
削
減
を
掲
げ
、「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
行
動
計
画
」に
参
画
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
や
Ｊ
-ク
レ
ジ
ッ

ト
に
頼
ら
ず
、
自
助
努
力
で
達
成
で
き
る
目
標
と
し

て
設
定
致
し
ま
し
た
。
2
0
2
1
年
度
の
報
告
に
お

い
て
2
0
1
3
年
度
比
で
36
％
の
削
減
が
で
き
ま
し
た
。

2
0
3
0
年
度
ま
で
に
は
、
生
産
数
量
の
回
復
に
よ
る

増
加
要
因
と
、
削
減
努
力
に
よ
る
削
減
要
因
を
勘
案
し
、

毎
年
１
％
の
上
乗
せ
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
2
0
3
0
年
度
の
削
減
は
38
％
を
上
回
り

40
％
強
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

更
に
2
0
5
0
年
に
向
け
て
は
、
使
用
薬
剤
の
回
収
再

利
用
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
省
エ
ネ
設
備
の
導

入
等
を
含
め
た
様
々
な
対
策
に
よ
り
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

環
境
・
安
全
問
題
の
対
応
は
、「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
」

や「
S
D
G
s
」へ
の
対
応
に
繋
が
り
ま
す
。
当
協
会
は
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
た
川
上
・
川
下
と
の
連
携

を
と
り
つ
つ
、
さ
ら
に
国
や
関
係
諸
団
体
と
の
情
報
交

換
も
密
に
し
て
、
今
後
と
も
繊
維
製
品
の
環
境
･
安
全

課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

最
後
に

最
後
に

　

染
色
整
理
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
繊
維
産
業
は
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
染
色
整
理
業
は
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
で
最
も
付
加
価
値
を
創
造
す
る

キ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
で
す
。
従
来
か
ら
培
っ
て
き
た

当
業
界
の
伝
統
と
技
術
は
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
高
品
質
・

高
感
性
・
高
機
能
の
製
品
を
提
供
す
る
実
力
を
十
分
に

備
え
て
お
り
、
今
ま
で
も
幾
多
の
危
機
を
乗
り
越
え
て

き
ま
し
た
。
当
協
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
も

政
府
関
係
機
関
等
へ
の
意
見
・
要
望
、
委
員
会
活
動
や

広
報
・
普
及
事
業
、
情
報
発
信
等
を
中
心
に
事
業
を
遂

行
し
て
参
り
ま
す
。
皆
様
方
の
日
頃
の
ご
努
力
に
深
く

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
が
染
色
・
整
理
業
に
と
っ
て
、
新
た
な
時
代
へ

の
幕
開
け
の
年
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
新
春
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
六
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
5
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
も
続
く
人
手
不
足
や

そ
れ
に
伴
う
生
産
能
力
の
低
下
、
後
継
者
や
十
分
な
人

手
が
確
保
で
き
ず
、
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
企
業
も
見

ら
れ
る
な
ど
、
繊
維
産
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
弱

体
化
や
原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
・
円
安
の
影
響
等

に
よ
り
、
繊
維
産
業
に
と
っ
て
依
然
と
し
て
厳
し
い
年

と
な
り
ま
し
た
。

　
他
方
で
、
I
T
や
D
X
を
活
用
し
た
生
産
性
の
向
上
、

下
請
取
引
の
適
正
化
や
海
外
を
含
め
た
新
た
な
販
路
の

開
拓
な
ど
に
よ
り
、
収
益
が
改
善
し
た
繊
維
企
業
も
存

在
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
の
繊
維
産
業
は
、
こ
れ
ま
で
厳
し
い
国
際
競

争
で
培
わ
れ
て
き
た
技
術
力
、
繊
細
さ
や
表
現
力
に
よ

り
、
私
達
の
日
々
の
暮
ら
し
の
質
を
よ
り
よ
く
し
、
生

活
文
化
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
産
業
で
す
。

日
本
の
繊
維
企
業
の
宝
で
あ
る
職
人
の
卓
越
し
た
技
術
、

芸
術
性
、
創
造
性
は
、
世
界
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
、

革
新
的
な
製
品
を
生
み
出
す
力
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
令
和
6
年
は
、
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
業
界
に
と
っ

て
、
生
き
残
り
を
賭
け
た
正
念
場
の
年
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
我
が
国
の
繊
維
産
業
が
創
造
す
る
素
晴
ら

し
い
価
値
を
更
に
高
め
、
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
、
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
解
決
す
べ
き
課
題
に
立

ち
向
か
え
る
よ
う
に
、
経
済
産
業
省
と
し
て
も
、
今
後
、

以
下
の
繊
維
産
業
政
策
を
産
学
官
の
力
を
結
集
し
て
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
一
に
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

第
一
に
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

へ
の
対
応
で
す
。

へ
の
対
応
で
す
。

　
人
手
不
足
へ
の
対
応
を
進
め
る
一
方
で
、
企
業
の
経

営
力
向
上
も
重
要
な
課
題
で
す
。
欧
州
等
の
一
部
の
ア

パ
レ
ル
企
業
で
は
、
既
に
先
行
的
に
人
権
や
環
境
に
配

慮
し
た
製
品
作
り
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
国
際
社
会
に

お
い
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
確
保
に
向
け
た
法
整
備
や

対
応
等
が
進
展
す
る
中
、
今
後
、
我
が
国
の
繊
維
企
業

が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
産
業
競
争
力
を
維
持
・
強
化
し
て
い

く
た
め
に
は
、
企
業
に
よ
る
環
境
配
慮
や
人
権
尊
重
に

向
け
た
取
組
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
11
月

よ
り
、
産
業
構
造
審
議
会
製
造
産
業
分
科
会
繊
維
産
業

小
委
員
会
を
約
1
年
半
ぶ
り
に
再
開
し
、今
後
は
、「
環

境
配
慮
設
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の
策
定
や
繊
維
リ
サ
イ

ク
ル
に
関
す
る
技
術
開
発
支
援
等
だ
け
で
な
く
、
店
頭

等
で
回
収
し
た
衣
料
品
や
売
れ
残
っ
た
衣
料
品
に
関
す

る
消
費
者
へ
の
情
報
開
示
、
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
対

策
、
衣
料
品
に
関
す
る
供
給
量
の
適
正
化
等
に
つ
い
て
、

欧
州
等
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
繊
維
製
品
に
お
け

る
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
制
度
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
二
に
、
取
引
適
正
化
・
労
働

第
二
に
、
取
引
適
正
化
・
労
働

環
境
の
更
な
る
整
備
で
す
。

環
境
の
更
な
る
整
備
で
す
。

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
原
材
料
価
格
の
高
騰
等
に
よ
り
、
製
造
コ
ス
ト

は
上
昇
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
価
格
転
嫁
が
十
分

に
で
き
て
い
な
い
繊
維
企
業
も
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
国
内
の
繊
維
企
業
に
お
け
る
人
手
確
保
の
た
め

に
も
賃
上
げ
は
重
要
で
あ
り
、
繊
維
産
業
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
各
工
程
に
お
け
る
賃
上
げ
の
原
資
確
保
の

た
め
に
も
、
適
正
な
取
引
、
適
正
な
利
潤
の
確
保
が
重

要
で
す
。

　
さ
ら
に
、
繊
維
産
業
は
、
多
く
の
外
国
人
技
能
実
習

生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
労
働
関
係

法
規
な
ど
の
違
反
事
例
が
依
然
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
繊
維
産
業
に
お
け
る
人
権
配
慮
・
労
働
環
境
の
適
正

化
に
向
け
、「
繊
維
産
業
に
お
け
る
企
業
行
動
ガ
イ
ド

経済産業省製造産業局
生活製品課 課長　田上 博道
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ラ
イ
ン
」と「
責
任
あ
る
企
業
行
動
実
施
宣
言
」、「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」の
徹
底
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
て
も
、
自
社
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
問
題
が
な
い
か
、
今
一
度
点
検
し

て
い
た
だ
き
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
法
令
遵

守
、
適
正
な
価
格
転
嫁
の
取
組
が
一
層
進
む
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

　
ま
た
、
賃
上
げ
促
進
税
制
の
減
税
措
置
の
強
化
を
検

討
す
る
ほ
か
、
人
手
不
足
に
悩
む
中
小
企
業
等
の
売
上

拡
大
や
生
産
性
向
上
を
後
押
し
す
る
た
め
、
令
和
5
年

度
補
正
予
算
に
お
い
て
カ
タ
ロ
グ
か
ら
汎
用
製
品
を
選

ん
で
行
う
よ
う
な
簡
易
な
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
省
力
化
投

資
へ
の
支
援
や
、
も
の
づ
く
り
補
助
金
等
に
よ
る
生
産

設
備
の
自
動
化
等
の
支
援
策
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
と
も
御
活
用
下
さ
い
。

第
三
に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

第
三
に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
再
構
築
・
強
靱
化
で
す
。

の
再
構
築
・
強
靱
化
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
回
復
基
調
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

深
刻
な
人
手
不
足
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料
価
格
の

高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
等
に
よ
り
、
国
内
繊
維
産

業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
、
一
部
で
維
持
が
難
し
い

状
況
で
す
。
繊
維
産
地
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
再
構
築
・
強
靱
化
の
た
め
、
令
和
5
年
度
補
正
予
算

に
お
い
て
中
堅
・
中
小
企
業
が
工
場
等
の
拠
点
を
新
設

す
る
場
合
や
大
規
模
な
設
備
投
資
を
行
う
場
合
の
支
援

措
置
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
自
治
体
や
地
域
の
繊

維
組
合
等
と
連
携
し
て
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
繊
維
産
業
は
、
女
性
が
多
く
働
い
て
い
る
産
業
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
繊
維
企
業
の
役
員
や
管
理
監
督

者
に
は
女
性
が
少
な
い
と
い
っ
た
現
状
が
あ
り
ま
す
。

繊
維
企
業
が
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
や
女
性
活
躍

の
取
組
を
進
め
て
、「
く
る
み
ん
」・「
え
る
ぼ
し
」認

定
を
取
得
す
る
こ
と
は
、
学
生
を
は
じ
め
と
し
た
全
国

各
地
の
求
職
者
等
に
対
す
る
P
R
に
繋
が
り
ま
す
。
経

済
産
業
省
と
し
て
も
、「
く
る
み
ん
」・「
え
る
ぼ
し
」

認
定
制
度
の
一
層
の
周
知
と
取
得
促
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
電
気
・
ガ
ス
価
格
激
変
緩
和
対
策
事
業
の
継
続
や
、

重
点
地
方
交
付
金
の
積
み
増
し
に
よ
る
地
方
の
実
情
に

合
わ
せ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
対
策
支
援
を
引
き
続

き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

第
四
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

第
四
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
で
す
。

推
進
で
す
。

　
繊
維
企
業
の
生
産
性
向
上
だ
け
で
な
く
、
経
営
層
の

働
き
方
改
革
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
必
要
最

低
限
の
I
T
化
と
し
て
、
繊
維
企
業
に
お
け
る
出
退
勤

管
理
の
電
子
化
を
進
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
将
来

的
に
は
、
海
外
市
場
獲
得
を
想
定
し
て
産
地
全
体
で
の

D
X
対
応
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
I
T
導
入
補

助
金
や
事
業
再
構
築
補
助
金
等
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、

個
社
や
地
域
全
体
で
の
D
X
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
五
に
、
海
外
市
場
へ
の

第
五
に
、
海
外
市
場
へ
の

積
極
的
な
参
入
で
す
。

積
極
的
な
参
入
で
す
。

　

日
本
貿
易
振
興
機
構（
ジ
ェ
ト
ロ
）や
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構（
中
小
機
構
）が
一
体
と
な
り
、
全
国
の

商
工
会
・
商
工
会
議
所
等
と
連
携
し
、
新
た
に
輸
出

に
挑
戦
す
る
中
堅
・
中
小
企
業
庁
を
支
援
す
る「
新
規

輸
出
1
万
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
開
始
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
皆
様
に
対
し
情
報
提
供
や
活
用
可
能
な
ツ
ー

ル
の
紹
介
を
行
う
と
と
も
に
、
通
商
交
渉
・
二
国
間
協

力
等
を
通
じ
た
環
境
整
備
に
引
き
続
き
取
り
組
む
な
ど
、

海
外
市
場
開
拓
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
経
済
産
業
省
と
し
て
は
、
繊
維
産
業
の
皆
様
と
密
に

意
見
交
換
を
図
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
よ
う

な
様
々
な
施
策
を
総
動
員
し
、
創
意
工
夫
を
も
っ
て
前

向
き
か
つ
意
欲
的
に
取
り
組
む
事
業
者
の
皆
様
方
を
応

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
一
層
の
御
理
解
・
御
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
一
般
社
団
法
人
日
本
染
色
協
会
始
め
、
我

が
国
の
繊
維
産
業
が
大
き
な
変
革
の
時
代
を
乗
り
越
え
、

龍
の
ご
と
く
飛
躍
す
る
一
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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は
じ
め
に

は
じ
め
に

　
繊
維
業
界
の
人
た
ち
は
、
１
９
９
０
年

代（
平
成
）の
初
め
頃
か
ら「
昔
は
良
か
っ

た
」と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
の「
昔
」と
は

い
つ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
、
良
い

時
代
は
ど
の
く
ら
い
続
い
た
の
か
。
筆

者
は
１
９
９
０
年
代（
平
成
）に
日
本
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
に
向
け
て
高
級
服
地

を
企
画
開
発
す
る
仕
事
に
就
い
て
い
た

が
、
そ
こ
は
日
本
の
呉
服
業
界
が
元
と

な
っ
て
発
展
し
た
業
界
だ
っ
た
。
そ
れ
は

日
本
人
の
低
賃
金
を
利
用
し
た
外
貨
獲
得

の
繊
維
輸
出
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
全
く
違
う
業

界
だ
っ
た
。

　
現
在
、
新
し
い
こ
と
や
地
球
に
や
さ
し

い
こ
と
な
ど
を
含
め
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略

を
立
て
る
立
場
に
あ
る
人
は
多
い
と
推
察

す
る
が
、
ど
ん
な
に
画
期
的
な
案
だ
と

思
っ
て
も
、
初
め
て
の
こ
と
な
ど
ほ
と
ん

ど
無
い
。
単
に
20
世
紀
を
振
り
返
る
だ
け

で
も
、
多
く
の
似
た
よ
う
な
こ
と
が
繰
り

返
さ
れ
て
き
て
い
る
。
本
稿
で
は
国
内
繊

維
市
場
、
特
に
染
物
の
産
地
京
都
に
焦
点

を
あ
て
、
開
発
当
時
は
最
先
端
技
術
だ
っ

た
技
術
や
意
匠
が
ど
の
よ
う
に
伝
統
に
変

わ
っ
て
い
っ
た
か
を
振
り
返
る
。
染
物
に

焦
点
を
あ
て
る
理
由
は
、
日
本
は
世
界
で

染
物
が
も
っ
と
も
発
展
し
た
国
と
言
え
る

か
ら
で
あ
り
、
現
在
の
最
先
端
技
術
で
あ

る
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
が
世
界
で

注
目
を
集
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
歴
史
を
振
り
返
っ
て
、
染
物
に
深
く
か

か
わ
っ
て
き
た
国
は
主
に
イ
ン
ド
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
日
本
く
ら
い
で
、
特
に
繊
細

な「
模
様
染
」を
持
っ
て
い
た
の
は
日
本
だ

け
だ
っ
た
と
言
え
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
染

織
は
、
織
物
が
主
流
で
、
後
加
工
と
し
て

レ
ー
ス
や
刺
繍
が
あ
っ
た
が
、
染
物
と
言

え
ば
、
イ
ン
ド
の
木
版
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
を
、
銅
板
な
ど
を
利

用
し
て
安
価
に
生
産
し
、
逆
輸
出
を
し
て

い
た
 ⅰⅱ
。
ア
メ
リ
カ
も
色
数
の
少
な
い
小

花
柄
の
プ
リ
ン
ト
程
度
で
あ
っ
た
  ⅲ
。
そ

の
た
め
、
西
洋
で
染
物
と
い
う
と「
プ
リ

ン
ト
」と
理
解
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
日

本
の
模
様
染
め
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

が
な
か
な
か
難
し
い
。

　
戦
後
の
高
度
成
長
時
代
の
呉
服（
絹
の

キ
モ
ノ
）は「
伝
統
の
キ
モ
ノ
」と
呼
ば
れ

た
た
め
、
日
本
人
は
昔
か
ら
着
て
い
た
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
が
、
絹
は
明
治
時
代
に

入
っ
て
か
ら
一
般
人
に
着
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
も
の
で
、
大
衆
に
普
及
し
た
の

は
20
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
江
戸

時
代
の
庶
民
は
綿
の
キ
モ
ノ（
太
物
）に

限
ら
れ
て
い
て
、
呉
服
の
着
用
は
寺
社
仏

閣
、
皇
室
関
係
、
武
士
や
裕
福
な
町
人
な

ど
の
利
用
に
限
ら
れ
て
い
た
。
一
般
人
の

絹
の
着
用
が
許
さ
れ
た
明
治
以
降
、
染
物

の
振
袖
や
留
袖
が
庶
民
の
間
で
儀
礼
服
と

し
て
の
地
位
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
当
初

は
、
絹
は
ま
だ
高
価
で
だ
れ
で
も
着
用
で

き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
そ
の
様
子
が
変
わ
っ
た
の
が
、
型
友
禅

の
開
発
で
あ
り
、
素
材
の
開
発
、
増
産

で
あ
り
、
ま
た
模
様
の
多
様
化
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
よ
り
一
般
人
の
手
に
届
く

値
ご
ろ
な
呉
服
の
量
産
が
可
能
と
な
り
、

１
９
３
８
（
昭
和
13
）年
頃
友
禅
全
盛
期

を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

染
色
技
法

染
色
技
法

　
絹
を
染
め
る
技
法
は
古
く
か
ら
発
展
し

て
き
た
。
布
は「
体
を
守
る
」こ
と
が
基

本
機
能
だ
が
、
模
様
を
つ
け
る
の
は
そ
の

生
地
に
付
加
価
値
を
つ
け
る
た
め
で
あ
る
。

最先端技術が日本の伝統に変わるとき最先端技術が日本の伝統に変わるとき
Japanese Textile Dyeing ‒ When Innovation Turns to TraditionJapanese Textile Dyeing ‒ When Innovation Turns to Tradition

法政大学国際日本学研究所（兼任）経営学部
岡本 慶子
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絞
り
染
は
糸

で
縛
っ
た
り
、

板
で
締
め
た

り
し
て「
防

染
」し
て
い

る
の
で
、
細

か
い
模
様

は
表
現
で
き

な
い
が
、
こ

こ
に
あ
る
よ

う
に
、
い
ろ

い
ろ
な
縫
い

方
に
よ
っ
て
、

模
様
を
表
現

す
る
こ
と
が
で
き
る（
図
１
）。

　
８
世
紀
ご
ろ
開
発
さ
れ
た
摺
染
は
、
型
紙（
和
紙
に

柿
渋
を
塗
布
し
た
も
の
）の
切
り
抜
い
た
部
分
に
刷
毛

で
色
を
付
け
た
り
ぼ
か
し
た
り
す
る（
図
２
）。
型
紙

を
利
用
す
る
の
で
、
絞
り
染
や
手
描
き
友
禅
よ
り
も
量

産
が
可
能
な
た
め
、
明
治
に
な
っ
て
様
々
な
摺
染
技
法

が
開
発
さ
れ
  ⅳ
、
多
く
の
商
品
を
供
給
し
た
。
明
治
以

降
に
摺
友
禅
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

17
世
紀
中
頃
に
開
発
さ
れ
た
手
描
き
友
禅
は
、
防
染

糊（
生
地
白
が
残
る
）を
使
っ
て
柄
の
輪
郭
を
描
き
、
そ

の
中
に
色
を
挿
す
技
法
で
、
そ
れ
ま
で
の
絞
り
染
や
型
染

で
は
技
法
的
に
制
約
が
あ
っ
て
表
現
で
き
な
か
っ
た
、「
自

由
な
線
」が
描
け
る
画
期
的
な
技
法
と
な
っ
た（
図
３
）。

　
図
４
は
江
戸
時
代
に
生
産
さ
れ
た
裂
の
デ
ザ
イ
ン
を

参
考
に
昭
和
後
半
に
染
め
た
手
描
き
友
禅
で
あ
る
。
化

学
染
料
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
鶴
の

羽
は
刺
繍
で
、
そ
の
他
の
花
び
ら
等
は
赤
の
染
料
で
表

現
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
植
物
染
料
を
使
っ
て

い
た
の
で
、
例
え
ば
こ
の
赤
な
ど
の
色
は
糸
染
は
可
能

で
も
、
生
地
に
は
染
め
ら
れ
な
か
っ
た
為
、
赤
は
す
べ

て
刺
繍
で
表
現
さ
れ
て
い
た
  ⅴ
。
手
描
き
友
禅
も
手
間

の
か
か
る
技
法
だ
が
、
刺
繍
よ
り
生
産
時
間
は
は
る
か

に
短
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
手
描
き

友
禅
も
ま
た
開
発
当
時
は
最
先
端
技
術
で
、
時
代
と
と

も
に
進
化
し
て
き
た
。

図３　手描き友禅作業（浩々居制作）

図２　左：摺染生地見本　（1960年頃生産）
　　　右：摺染作業（京友禅協同組合）
　　　http://www.kyosenren.or.jp/katazome/lin/suri.html

図１　絞り染生地見本（1982年制作）
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そ
の
他
に
小
紋（
図
５
）と
呼
ば
れ
る
、
江
戸
時
代

は
裃
や
武
士
の
内
儀
の
キ
モ
ノ
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い

た
型
染
も
生
ま
れ
た
。
型
紙
の
切
り
抜
い
た
部
分
に
防

染
糊
を
置
き
、
染
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
て
か
ら
、
刷
毛

で
地
色
を
引
き
染
め
す
る（
色
地
に
白
抜
き
の
模
様
）。

図
５
右
下
の
写
真
が
、
引
き
染
め
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
引
き
染
は
無
地
だ
け
で
な
く
図
６
の
よ
う
な
、

細
か
い
ぼ
か
し
染
め
も
職
人
の
技
術
で
表
現
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
細
か
い
模
様
染
を
手
で
行
う
技
法
は
、

海
外
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
明
治
に
な
っ
て
開
国

し
産
業
革
命
を
迎
え
た
と
き
、
京
都
の
染
物
に
か
か
わ

る
人
た
ち
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
化
学
染
料
以
外
取
り

入
れ
る
も
の
は
何
も
無
い
、
と
言
い
き
る
ほ
ど
当
時
の

日
本
の
染
物
の
技
術
は
進
ん
で
い
た
  ⅵ
。

　
そ
の
化
学
染
料
を
使
っ
て
京
都
で
独
自
に
開
発
し
た

技
法
が
、
今
の
ア
ナ
ロ
グ
プ
リ
ン
ト
の
原
形
と
な
る
型

友
禅
だ
っ
た
。
餅
粉
と
糠
を
使
っ
た
防
染
糊
の
中
に
化

学
染
料
を
入
れ
て
色
糊
を
作
り
、
小
紋
や
摺
染
で
す
で

に
使
っ
て
い
た
型
紙
を
１
色
１
枚
利
用
し
て
生
地
に
着

色
し
て
い
っ
た（
図
７
）。
そ
の
後
、
蒸
し
て
色
を
定

着
さ
せ
、
余
分
な
糊
を
洗
い
流
す
。
型
友
禅
は
、
型
紙

で
模
様
を
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
制
限
が

あ
り
、
型
紙
は
色
の
数
だ
け
枚
数
が
必
要
な
の
で
、
手

間
は
か
か
る
け
れ
ど
も
、
摺
染
や
手
描
き
友
禅
よ
り
も

手
早
く
、
簡
単
に
、
さ
ら
に
少
な
い
熟
練
度
で
同
じ
柄

の
反
物
が
一
度
に
複
数
枚
作
れ
る
よ
う
に
な
り
発
展
を

も
た
ら
し
た
。
こ
の
型
友
禅
は
当
初
、「
擬
友
禅（
ま

が
い
ゆ
う
ぜ
ん
）」つ
ま
り
友
禅
の
偽
物
と
呼
ば
れ
て

い
た
。
最
先
端
技
術
で
あ
り
な
が
ら
、
当
時
は
手
描
き

友
禅
の
ま
が
い
物
と
見
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

図4　手描き友禅（昭和後半）

図６　手描き友禅（清染居制作2010年頃）（2018年小大丸にて撮影）

図５　左：小紋（1960年頃）　右:引染め作業（京都工芸染匠協同組合）
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友
禅
の
生
産
増
大（
戦
前
と
戦
後
）

友
禅
の
生
産
増
大（
戦
前
と
戦
後
）

　
こ
の
型
友
禅
は
、
開
発
当
初
の
19
世
紀
の
後
半
に
は

モ
ス
リ
ン（
薄
手
の
ウ
ー
ル
）友
禅
と
し
て
、
下
着
や

子
供
の
キ
モ
ノ
に
使
わ
れ
、
大
正
時
代
や
昭
和
の
初
め

（
１
９
１
２
–
１
９
３
０
年
頃
）は
、
外
側
か
ら
見
え

な
い
羽
織
の
裏
や
襦
袢
に
も
、
楽
し
く
、
カ
ラ
フ
ル
な

模
様
が
た
く
さ
ん
使
わ
れ
た
。
技
術
の
進
歩
と
共
に
20

世
紀
初
め
に
絹
の
着
尺（
繰
り
返
し
模
様
の
反
物
）に

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
急
成
長
し
た
。
昭
和
に
入
っ
て

か
ら
は
絹
や
人
絹（
レ
ー
ヨ
ン
）等
素
材
の
多
様
化
や
、

鮮
や
か
な
色
を
出
す
合
成
染
料
も
増
加
し
、
安
価
な
友

禅
が
大
衆
消
費
者
に
向
け
て
生
産
さ
れ
た
。

　
そ
れ
で
も
戦
前
は
、
絹
は
ま
だ
高
級
品
で
あ
り
、
誰

で
も
着
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
図
８
  ⅶ
は
京
都
で
友
禅
の
生
産
量
を
反
数
で
表
し

た
も
の
で
あ
る
。
１
９
３
０
（
昭
和
５
）年
以
降
、
飛

躍
的
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
キ
モ
ノ
は
反

物
の
状
態
が
最
終
商
品
と
な
る
の
で
、
素
材
と
模
様
と

色
で
礼
服
か
ら
普
段
着
ま
で
、
そ
し
て
高
級
品
か
ら
廉

価
品
ま
で
商
品
差
別
化
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た

め
、
模
様
や
色
が
大
変
重
要
で
、
当
時
は
古
典
柄
を
発

展
さ
せ
た
も
の
、
西
洋
風
な
も
の
、
幾
何
模
様
な
ど
図

案
描
画
技
術
が
非
常
に
進
ん
だ
。

　
新
し
い
技
術
が
生
ま
れ
る
と
、
古
い
技
術
は
廃
れ
て

し
ま
う
も
の
だ
が
、
京
都
で
は
古
い
染
色
技
法
も
消
滅

す
る
こ
と
な
く
改
良
さ
れ
、
使
わ
れ
続
け
た
。
こ
れ
は

お
そ
ら
く
日
本
人
が
染
物
の「
違
い
が
分
か
る
国
民
」

だ
っ
た
か
ら
だ
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
最
先
端
技
術

で
大
衆
に
染
物
の
す
そ
野
を
広
げ
る
一
方
、
伝
統
の
技

術
で
完
成
度
の
高
い
商
品
を
一
点
も
の
と
し
て
供
給
す

る
こ
と
に
よ
り
、
呉
服
全
体
の
中
で
友
禅
の
認
知
地
位

を
上
げ
、
友
禅
へ
の
憧
れ
を
広
め
、
そ
れ
が
戦
前
の
友

禅
の
全
盛
期
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
１
９
４
９
（
昭
和
24
）年
ま
で
の

約
10
年
間
、
業
界
は
暗
黒
時
代
を
経
験
し
、
戦
後
ゼ
ロ

か
ら
の
再
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
業
界
の
人
々
は
戦

前
の
景
気
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
標
に
業
界
再
興
に

努
め
た
。
戦
前
か
ら
小
学
生
な
ど
に
は
洋
服
が
普
及
し

始
め
て
お
り
、
若
い
人
の
普
段
着
は
そ
の
ま
ま
洋
服

へ
移
行
し
て
い
っ
た
が
、
年
配
の
女
性
向
け
普
段
着
の

図７　 型友禅作業（京友禅協同組合連合会）
http://www.kyosenren.or.jp/katazome/lin/utusi.html

図８　 友禅生産量（京都）1921-1941年（京都商工会議所年報、京染会より筆者作成）
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キ
モ
ノ
の
需
要
は
一
気
に
戻
り
、
さ
ら
に
、
特
別
な
日

の
晴
れ
着
の
訪
問
着
、
振
袖
な
ど
の
友
禅
は
、
可
処
分

所
得
を
得
た
家
庭
の
増
加
に
よ
り
需
要
が
戻
り
は
じ
め
、

１
９
６
０
（
昭
和
35
）年
代
か
ら
空
前
の
染
呉
服
ブ
ー

ム
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
戦
前
に
は
高
価

で
着
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
友
禅
へ
の
憧
れ
で
あ
り
、

ま
た
戦
争
で
着
る
機
会
無
く
燃
え
て
し
ま
っ
た
キ
モ
ノ
、

ま
た
食
べ
物
と
交
換
し
て
し
ま
っ
た
キ
モ
ノ
へ
の
思
い

入
れ
も
あ
っ
た
こ
と
と
推
察
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら

は「
呉
服
と
言
え
ば
友
禅
」と
い
う
ほ
ど
の
人
気
と
な

り
、
そ
の
生
産
販
売
量
は
１
９
６
０
年
代
に
戦
前
を
超

え
、
１
９
７
０
年
代
初
め
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
  ⅷ
。

　
一
方
普
段
着
の
キ
モ
ノ
は
洋
服
の
進
出
に
よ
り
好
景

気
は
長
く
続
か
ず
、
生
産
量
の
減
少
が
は
じ
ま
っ
た
。

多
く
の
織
物
産
地
は
１
９
５
０
（
昭
和
25
）年
代
後
半

か
ら
合
成
繊
維
を
利
用
し
て
呉
服
の
特
徴
を
生
か
し
た

洋
服
向
け
広
幅
生
地
を
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
。
京
都
は
当
時
全
盛
の
型
友
禅
の
技
術
力
を
生
か
し
、

プ
リ
ン
ト
服
地
の
産
地
と
し
て
２
０
０
０
（
平
成
12
）

年
頃
ま
で
高
級
婦
人
服
地
の
供
給
を
続
け
た
。
図
９
は

室
町
問
屋
に
よ
る
初
期
の
服
地
プ
リ
ン
ト
で
あ
る
。
そ

し
て
、
業
界
は
開
発
当
初「
擬
友
禅
」と
呼
ん
で
い
た
、

型
友
禅
の
こ
と
を
１
９
５
７
（
昭
和
32
）年
に
つ
い
に
、

「
伝
統
の
技
術
」と
呼
び
始
め
た
  ⅸ

。
開
発
か
ら
70
数
年

た
っ
て
、
偽
物
の
友
禅
は「
伝
統
の
技
術
」と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
１
９
７
０
（
昭
和
45
）年
代
に
な
る
と
、
ア
パ
レ
ル

製
造
業
者
が
増
加
し
、
服
地
プ
リ
ン
ト
は
ス
ク
リ
ー
ン

染
め
が
主
流
と
な
り
、
呉
服
も
振
袖
な
ど
に
ス
ク
リ
ー

ン
染
が
使
わ
れ
、
量
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て

こ
の
ス
ク
リ
ー
ン
技
法
も
ま
た
、
現
在
で
は「
伝
統
の

技
法
」と
呼
ば
れ
て
い
る
  ⅺ
。

最
先
端
技
術
が
伝
統
と
な
る
と
き

最
先
端
技
術
が
伝
統
と
な
る
と
き

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
染
物
の
伝
統
技
法
は
ど
れ

も
開
発
当
時
は
最
先
端
技
術
と
し
て
生
ま
れ
た
。
明
治

維
新
以
降
は
技
術
の
向
上
と
共
に
可
処
分
所
得
を
持
つ

消
費
者
の
増
加
で
、
模
様
染
の
商
品
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
は
普
段
着
か
ら
よ
そ
行
き
、
式
服
ま
で
、
そ
し
て
染

の
技
術
や
素
材
に
よ
っ
て
高
付
加
価
値
品
か
ら
、
廉
価

品
ま
で
に
広
が
り
、
生
産
量
は
増
加
を
続
け
た
。
友
禅

に
関
し
て
は
戦
後
も
同
様
の
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
そ
し

て
時
間
が
た
つ
と
、
そ
の
最
先
端
技
術
は「
伝
統
の
技

法
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
洋
服
地
プ
リ
ン
ト
は
昭
和
後
半
に
、
マ
シ
ー
ン
プ
リ

ン
ト
、
オ
ー
ト
ス
ク
リ
ー
ン
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ス
ク
リ
ー

ン
と
、
よ
り
早
く
た
く
さ
ん
、
そ
れ
も
少
な
い
熟
練
度

で
生
産
で
き
る
技
術
が
発
展
す
る
が
、
そ
の
後
21
世
紀

に
な
っ
て
最
先
端
技
術
と
し
て
登
場
し
た
の
が
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
れ
は
従
来
の
染
色
技

法
の
発
展
形
で
は
な
く
、
図
10
に
あ
る
よ
う
に
紙
の
印

刷
技
術
か
ら
発
展
し
て
き
た
が
、
こ
の
最
先
端
技
術
も

当
初
染
色
業
界
で
は
邪
道
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

開
発
か
ら
20
数
年
た
ち
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ

ン
ト
の
技
術
は
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
お
り
、

２
０
２
２
年
時
点
で
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
の
ヘッ
ド
や
イ
ン
ク

は
、
日
本
が
世
界
の
シ
ェ
ア
を
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
る
  ⅻ

。

　
今
は
ま
だ
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
よ
う
な
大
衆
商
品
を
作
っ

た
り
、
高
級
デ
ザ
イ
ナ
ー
ブ
ラ
ン
ド
に
商
品
を
供
給
し

た
り
と
、
用
途
模
索
が
続
い
て
い
る
が
、
筆
者
は
今
後

の
発
展
次
第
で
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
は
伝
統
と

図９　室町問屋によるプリント「そめとおり」（1954）ⅹ
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呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
イ
ン
ク
ジ
ェッ
ト
プ
リ
ン
ト
は
従

来
捺
染
で
は
得
意
と
し
な
か
っ
た

少
量
生
産
や
工
程
の
短
さ
を
可
能

と
し
、
そ
れ
ら
を
デ
ジ
タ
ル
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
革
新
的

技
術
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
プ
リ
ン
ト
は
先
に
も

述
べ
た
通
り
、
織
物
と
違
っ
て
素

材
と
な
る
白
生
地
に
模
様
と
色
と

染
色
技
術
だ
け
で
価
値
を
作
り
出

し
て
い
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
ん
で
染
色
技
術
が
均
一
化
す
る

と
、
差
別
化
が
難
し
く
な
る
。
た

だ
単
に
作
れ
る
も
の
を
作
っ
て
い

て
は
、
多
く
の
企
業
が
参
入
し
価

格
競
争
と
な
っ
て
衰
退
し
て
い
く

だ
け
で
あ
る
。

　

最
先
端
技
術
が
生
ま
れ
た
時
、

い
つ
も
そ
の
技
術
に
合
わ
せ
て
、

素
材
を
作
り
出
し
、
新
た
な
図
案

を
開
発
し
て
き
た
染
め
の
国
、
日

本
が
持
ち
続
け
て
き
た
力
を
、
こ

れ
か
ら
も
発
揮
し
て
い
く
た
め
に

今
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
。
先
人
た
ち
が
何
を
し
て
き
た
か
、
ま
ず
見
て
は

ど
う
か
。
今
は
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
捺
染
で「
作
れ
る
こ

と
」に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
満
足
す
る

の
で
は
な
く
、「
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
だ
か
ら
こ
そ
」と

い
う
、
完
成
度
を
追
求
し
て
こ
そ
未
来
の
伝
統
に
な
り

得
る
。

　
日
本
は
す
で
に
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
と
同
じ
く
ら
い
の

色
数
を
自
由
に
使
え
、
小
ロ
ッ
ト
に
適
し
た
染
織
技
法

を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
今
、
生
産
量
が
激
減
し
て
い

る
呉
服
業
界
で
、
見
直
さ
れ
て
い
る
手
描
き
友
禅
で
あ

る
。
古
い
技
術
に
し
が
み
つ
い
て
い
れ
ば
、
そ
れ
と
共

に
絶
滅
す
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
古
い
も

の
に
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
無
い
と
い
う
理
由
に
は
な
ら
な

い
。
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
捺
染
は
、
従
来
の
染
物
の
延
長

線
上
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
模
様
染
め
を

創
り
出
す
職
人
技
は
、
日
本
、
特
に
京
都
に
蓄
積
さ
れ

て
い
る
。

　

昔
を「
マ
ネ
す
る
」と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
膨
ら
ま
せ
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
活
性
化
す
る
た
め
に
昔
を
振
り
返
っ
て
み
て
は

ど
う
か
。
斜
陽
産
業
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
と
一
緒

に
、
先
人
た
ち
が
長
い
間
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
ま
で

消
失
さ
せ
て
し
ま
っ
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
人
が

作
っ
て
き
た
多
く
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
見
る
、
知
る
、

そ
し
て
学
ぶ
こ
と
か
ら
次
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
始
ま

る
と
筆
者
は
考
え
る
。
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は
じ
め
に

❶
　

現
在
、
中
小
企
業
様
・
大
企
業
様
問
わ
ず
、

空
調
・
給
湯
器
・
ボ
イ
ラ
ー
等
の
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
ー
設
備
や
産
業
・
業
務
用
設
備
、
生
産
設

備
を
更
新
し
た
際
に
設
備
費
の
１
／
３
、
設
備

費
・
工
事
費
の
１
／
３
、
上
限
額
１
億
円
が
補

助
さ
れ
る
補
助
金
が
あ
る
こ
と
を
皆
様
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。

　
す
で
に
皆
様
ご
存
じ
の
通
り
、
日
本
政
府
は

２
０
２
０
年
10
月
に「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」宣
言
が
な
さ
れ
、
産
業
部
門

と
し
て
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス

を
38
％
削
減
の
目
標
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
、
電
気
・
ガ
ス
代
の

高
騰
と
い
っ
た
企
業
活
動
の
根
本
に
か
か
わ
る

事
案
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
も
、
各
企
業
様
は
企

業
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
、
設
備
投
資
は
切
っ

て
も
切
れ
な
い
存
在
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
だ
か
ら
こ
そ
各
企
業
様

の
設
備
投
資
の
ご
負
担
を
軽
減
で
き
る
補
助
金

の
存
在
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
少
し
で

も
皆
様
の
お
力
添
え
に
な
れ
れ
ば
と
思
う
気
持

ち
を
は
じ
め
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

省
エ
ネ
補
助
金
を
活
用
す
る
に

あ
た
っ
て
の
注
意
点

❷
　
補
助
金
の
種
類
に
よ
っ
て
各
種
要
件
の
違
い

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
部
分
の
省
エ
ネ
補
助
金

に
ま
た
が
る
注
意
点
が
３
つ
ご
ざ
い
ま
す
。
具

体
的
な
補
助
金
の
ご
説
明
前
に
こ
の
注
意
点
を

３
つ
ご
参
考
く
だ
さ
い
。

１
つ
め
：『
設
備
の
更
新
』が
対
象

　
一
部
の
省
エ
ネ
補
助
金
を
例
外
と
し
て
、
省

エ
ネ
補
助
金
の
多
く
が
設
備
更
新
を
補
助
金
の

対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
在
所

有
し
て
い
る
設
備
を
新
し
い
も
の
に
す
る
更
新

が
対
象
で
あ
り
、
今
ま
で
な
い
設
備
を
導
入
す

る
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
新
設
は
対
象
外
に
な
り

ま
す
。

２
つ
め
：
壊
れ
た
設
備
は
対
象
外

　
省
エ
ネ
補
助
金
は
稼
働
し
て
い
る
設
備
の
更

新
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
す
で
に

壊
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
設
備
は
補
助
金
の
対
象

外
と
な
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
修
理
を
行
っ

て
い
る
設
備
や
耐
用
年
数
が
過
ぎ
て
い
る
機
器

が
あ
り
ま
し
た
ら
補
助
金
を
活
用
し
た
設
備
更

新
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

３
つ
め
：
支
払
い
完
了
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
中
小
企
業
様
が
ご
存
じ
の
経
済
対
策
の
補
助

金
と
異
な
り
、
省
エ
ネ
の
補
助
金
は
年
度
で
完

結
す
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
９
月
か
ら
1
月
に
か
け
て

発
注
・
工
事
・
支
払
い
と
い
っ
た
事
業
を
完
了

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
、

要
件
を
満
た
せ
ば
複
数
年
度
で
事
業
を
完
了
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
良
い
補
助
金
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
そ
の
際
は
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
と
幸

い
で
す
。

　
以
上
が
省
エ
ネ
補
助
金
活
用
に
あ
た
っ
て
の

３
つ
の
注
意
点
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
汎

用
性
が
高
い
省
エ
ネ
補
助
金
を
具
体
的
に
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
促
進
支
援

事
業
費
補
助
金
・
C
指
定
設
備

導
入
事
業（
経
済
産
業
省
）

❸
　
ま
ず
初
め
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は

経
済
産
業
省
の
補
助
金
に
な
り
ま
す
。
以
下
に

概
要
と
注
意
点
を
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
皆
様
に
合
う
か
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
対
象
事
業
者
様
：
全
業
種
の
大
企
業
・
中
小

企
業（
大
企
業
に
つ
い
て
は
後
述
の
注
意
点

を
ご
参
考
く
だ
さ
い
）

●
補
助
対
象
経
費
：
設
備
費

●
補
助
率
：
１
／
３

●
補
助
金
限
度
額
：
１
億
円

省エネ補助金活用による設備更新
株式会社イースリー　コンサルタント　小石川　毅剛
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●
補
助
対
象
設
備
：
空
調
、
冷
蔵
冷
凍
庫
・
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
、
給
湯
器
、
ボ
イ
ラ
ー
、
変
圧
器
、
照
明
、
加
工

機
、
工
作
機
械
、
プ
レ
ス
機
械
、
ダ
イ
カ
ス
ト
マ
シ
ン
、

印
刷
機
、
工
業
炉
、
そ
の
他
執
行
団
体
が
高
性
能
と

認
め
た
設
備
。

●
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
：
９
月
か
ら
1
月
に
か
け
て
発
注
・

工
事
・
支
払
を
完
了
。

●
特
徴
：
対
象
設
備
で
か
つ
、
執
行
団
体
が
指
定
す
る

型
番
の
も
の
が
対
象
。

●
注
意
点
：
大
企
業
に
つ
い
て
は
事
業
者
ク
ラ
ス
分
け

評
価
制
度
の
S
・
A
ク
ラ
ス
。
も
し
く
は
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
制
度
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
が
必
須
。

工
場
・
事
業
場
に
お
け
る

先
導
的
な
脱
炭
素
化
取
組
推
進
事
業

（
環
境
省
）

❹
　

次
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
環
境
省
の
補
助

金
に
な
り
ま
す
。
以
下
に
概
要
と
特
徴
を
ま
と
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
皆
様
に
合
う
か
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

●
対
象
事
業
者
様
：
民
間
企
業
等（
大
企
業
も
対
象
）

●
補
助
対
象
経
費
：
設
備
費
・
工
事
費

●
補
助
率
：
１
／
３

●
補
助
金
限
度
額
：
１
億
円

●
補
助
対
象
設
備
：
①
C
O
2
削
減
に
寄
与
す
る
設
備
②

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
③
太
陽
熱
供
給
設
備

●
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
：
９
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
発
注
・

工
事
・
支
払
を
完
了
。

●
特
徴
：
複
数
年
間
で
発
注
・
工
事
・
支
払
を
完
了
す

る
計
画
建
て
で
も
可
。

最
後
に

❺
　

今
回
は
具
体
的
に
２
つ
の
省
エ
ネ
補
助
金
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
補
助
金
は
約

３
０
０
０
種
類
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
か

ら
ど
の
補
助
金
が
自
社
に
と
っ
て
一
番
良
い
か
・
採
択

が
見
込
め
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
補
助
金
を
受
給
し
た
後
に
も
成
果
の
報
告
が

あ
り
、
皆
様
が
日
々
の
業
務
と
並
行
し
て
行
う
の
は
大

き
な
ご
負
担
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
弊

社
は
各
事
業
者
様
の
状
況
に
応
じ
た
補
助
金
の
提
案
か

ら
申
請
・
成
果
報
告
を
通
し
て
、
皆
様
が
補
助
金
を
利

用
し
や
す
く
な
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
少

し
で
も『
補
助
金
』を
通
し
て
皆
様
の
お
力
添
え
に
な
れ

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
を
最
後
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
度
補
助
金
の
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（注） 2015（平成27）年に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除された品目があります。

項　目
織    　　　  物 ニット生地 織物・ニット生地合計

従業者数
数　量　（百万㎡） 金　額 数　量 金　額 数　量 金　額

長繊維 短繊維 計 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （人） 前年比
2013年 775 652 1,427 96.3 1,232 96.7 409 97.5 469 95.1 1,835 96.6 1,701 96.3 10,570 97.4 
2014年 785 638 1,424 99.8 1,267 102.8 412 100.7 476 101.4 1,835 100.0 1,743 102.4 10,262 97.1 
2015年 768 653 1,421 （99.9） 1,268 100.1 403 97.8 465 97.8 1,824 （99.4） 1,733 99.5 10,162 99.0 
2016年 767 648 1,416 99.6 1,251 98.6 401 99.7 460 98.8 1,817 99.6 1,710 98.7 10,321 101.6 
2017年 778 643 1,421 100.4 1,242 99.3 400 99.8 448 97.5 1,821 100.2 1,690 98.8 10,076 97.6 
2018年 774 628 1,402 98.7 1,233 99.3 411 102.6 455 101.5 1,813 99.6 1,688 99.9 10,196 101.2 
2019年 756 605 1,361 97.0 1,217 98.7 402 97.7 442 97.0 1,763 97.2 1,659 98.3 9,985 97.9 
2020年 601 567 1,167 85.8 977 80.2 347 86.5 370 83.7 1,514 85.9 1,346 81.2 9,703 97.2 
2021年 619 557 1,176 100.8 1,019 104.3 379 109.1 397 107.5 1,555 102.7 1,416 105.2 9,513 98.0 
2022年 606 558 1,165 99.0 1,081 106.1 388 102.4 418 105.3 1,552 99.9 1,500 105.9 9,103 95.7 

2022年1-3月 152 136 288 100.3 257 106.7 92 103.1 95 101.4 380 101.0 352 105.2 9,339 97.6 
2023年1-3月 151 135 286 99.3 272 105.7 97 106.0 107 112.4 384 100.9 378 107.5 8,899 95.3 
2022年4-6月 152 138 289 98.7 268 105.5 94 98.4 102 99.8 383 98.6 370 103.9 9,377 98.3 
2023年4-6月 155 140 295 102.0 282 105.1 98 103.4 112 109.5 392 102.3 394 106.3 8,908 95.0 
2022年7-9月 149 137 286 97.8 271 107.3 98 103.4 106 107.7 384 99.1 377 107.4 9,217 95.7 
2023年7-9月 150 136 286 100.0 277 102.2 94 96.3 108 102.1 381 99.1 386 102.2 8,846 96.0 
2022年10月 51 49 100 98.7 95 106.3 34 104.2 38 109.4 134 100.1 133 107.2 9,181 95.8 
2023年10月 51 47 98 98.4 96 100.7 34 98.9 39 104.5 132 98.5 135 101.8 8,835 96.2 
2022年1-10月 504 460 964 98.9 891 106.5 319 101.9 341 103.6 1,282 99.6 1,232 105.7 - -
2023年1-10月 507 459 966 100.2 926 103.9 323 101.5 367 107.5 1,289 100.5 1,293 104.9 - -
（従業者数は３月・６月・９月・10月末）

（注）  2022（令和４）年以前の数値は、経済産業省 生産動態統計年報 繊維・生活用品統計編による確定値、2023（令和５）年の数値は、
生産動態統計月報の累計です。

 2015（平成27）年1月に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除、統合された品目があります。
 2015（平成27）年 削除：織物の「麻織物」、毛布の「毛布」及び「加工金額」
   加工数量の前年比の（　）内の数値は、2015（平成27）年改正に対応するため、2014（平成26）年の数値

から削除された「麻織物」を差し引いた数値と比較して算出した比率です。
 四捨五入により下一桁に誤差の生じる場合があります。
 比率は数量千㎡、金額千円単位での計算値。
※ 2022（令和４）年経済産業省 生産動態統計年報が公表されましたので、2022（令和４）年の数値を、月報の数値より年報による確定値に変更いた
しました。（2023.6.30）

前年比：%

染色整理加工実績推移 （数量・金額・従業者数）

長・短織物及びニット生地加工数量 織物及びニット生地加工金額
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ニッセンケンだより 持続可能な
産業の実現へ

【エコテックス®に関するお問い合わせ先】
　一般財団法人ニッセンケン品質評価センター　ライフ アンド ヘルス事業本部　エコテックス®事業部
　〒124-0012 東京都葛飾区立石4-2-8
　Tel：03-5875-6055 ／ E-mail：oeko-tex@nissenken.or.jp

ニッセンケン エコテックス®
公式ウェブサイト

〒111-0051 東京都台東区蔵前2-16-11　TEL：03-5830-6660　E-mail：pr-contact@nissenken.or.jp
（本部）一般財団法人ニッセンケン品質評価センター

　1992年の設立以来、繊維・皮革産業における透明性の確保を科学的な原則に基づき推進し、消費者と企業が
責任ある意思決定を行えるようサポートしてきたエコテックス®（OEKO-TEX®）。エコテックス®国際共同体よ
り昨年９月に発表された年次報告書のサマリーをご紹介いたします。

　上図のとおり、ワールドワイドでの認証件数はトータルで21％増加となりました。日本でメジャーな「スタン
ダード100」認証、「レザースタンダード」認証も堅調な増加を見せていますが、世界においてはそれ以外の認証
の取得も大きく増加している状況です。
　特に「メイドイングリーン」は、サステナビリティへの取組みを考える中で、製品製造におけるサプライチェー
ンを公開することの重要性が浸透してきた結果、認証件数が大幅に躍進したと考えられます。
　また「ステップ」認証については、年間で478件の新規・更新があり、前年より34％の増加となりました。こ
れも「工場のサステナブルな取組み（環境、社会的責任、安全衛生などの観点）を第三者機関の認証にて補完したい」
とする企業の意思の表れだと考えられます。「ステップ」認証は有効期間が３年間であり、2023年11月現在では
1000件を超えるサステナブルな繊維・皮革の生産工場が認証されています。
　そして「エコパスポート」認証も、24％増加という結果でした。「エコパスポート」はZDHCのMRSLにも対応
していることが利点であり、最も要求の高い「適合性レベル３」への対応も可能です。
　エコテックス®国際共同体の年次報告書には、その他多くの情報が掲載されて
いますので、ぜひ右記の二次元コードから詳細をご確認ください。
　ニッセンケンは、アジアで唯一のエコテックス®認証機関として、これからも

「サステナブルな未来の実現」に一層貢献してまいります。

〈認証書・ラベルの発行数〉

エコテックス®

年次報告書
2022/2023
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お 知 ら せお 知 ら せ
　令和５年11月29日に内閣官房新しい資本主義実現本部事務局と公正取引委員会から「労務費の適切な転嫁のための価格
交渉に関する指針」が公表されました。
　令和５年の春季労使交渉の賃上げ率は約30年ぶりの高い伸びとなったものの、令和４年４月以降、現時点に至るまで、
急激な物価上昇に対して賃金の上昇が追いついていません。この急激な物価上昇を乗り越え、持続的な構造的賃上げを実現
するためには、特に我が国の雇用の７割を占める中小企業がその原資を確保できる取引環境を整備することが重要です。
　その取引環境の整備の一環として、今般、内閣官房及び公正取引委員会の連名で「労務費の適切な転嫁のための価格交渉
に関する指針」を別添１のとおり策定しました（概要版は別添２参照）ので公表します。

主 要 行 事 令和5年11月･12月
一般社団法人日本染色協会
●第２回 長繊維情報部会
 12月 ５日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
●第２回 取引・情報委員会
 12月 ５日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
●第３回 技術・環境対策委員会
 12月14日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
日本繊維産業連盟
●第148回 通商問題委員会
 11月14日　於　Web会議
●第62回 環境・安全問題WG
 12月 ５日　於　リモート
●幹事会
 12月 ７日　於　Web会議
●第２回　常任委員会
 12月14日　於　野村コンファレンスプラザ日本橋
●技能実習適正化・取引適正化推進委員会
 12月14日　於　野村コンファレンスプラザ日本橋
全国短繊維織物無地染工業組合
●第３回 企画・情報委員会
 11月30日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
経済産業省
●第７回 産業構造審議会繊維産業小委員会
 11月10日　於　経済産業省
●第８回 産業構造審議会繊維産業小委員会
 12月25日　於　経済産業省
繊維学会
　●繊維学会誌編集委員会
 12月１日・12月25日　於　リモート
京都染色研究会
●第794回 研究例会
 11月 ８日　於　京都市産業技術研究所
日本繊維機械学会
●テキスタイルカレッジ「染色加工（実務と応用」
 11月17日　於　大阪科学技術センター（講師）２講座
一般財団法人日本綿業振興会
●評議員会　11月28日　於　綿業会館
繊維評価技術協議会
● 「繊維産業における繊維製品の環境配慮型設計に関する

標準化調査」第２回　技術分科会
 12月 ４日　於　アットビジネスセンター東京八重洲通り
日本経編整染工業組合
●令和５年度交流会
 11月15日　於　KKRホテル金沢
ITMAアジア2023視察
 11/20～11/24　於
 National Exhibition and Convention Center

　新年明けましておめでとうございます。本年もよろし
くお願いいたします。
　2024年が始まったばかりなのに気が早いが、2025年に
開催される大阪・関西万博まであと500日を切った。過去
の万博で、今では当たり前に存在し、生活を便利にした
商品が次々と生み出された。1853年ニューヨーク万博の
エレベーターや1876年フィラデルフィア万博の電話、そ
して1970年大阪万博のワイヤレスホン、電気自動車、動
く歩道、2005年愛知万博のAEDなどがそうだ。大阪万博
においてはアメリカの宇宙船アポロが持ち帰った『月の
石』やソ連の『人工衛星の実物』など話題の展示が集まる
中、多くの注目を集めたのが、ウルトラソニックバス（通
称：人間洗濯機）だ。これは三洋電機（当時）が開発した

『超音波の力で自動的に体を洗う風呂』である。カプセル
型の浴槽に入ると自動で湯が溜まり、一杯になる手前で
300ものボールが飛び出し、湯の勢いで体に当たることで
マッサージ効果が得られるという、当時、家庭用の風呂
も十分に普及していなかった時代にはとても画期的な物
であった。
　それが55年の時を経て更に進化し『ミライ人間洗濯機』
として2025年大阪・関西万博で出展される予定である。
55年前『人間洗濯機』に魅せられた当時10歳の少年は、成
長して現在マイクロバブル（超微細気泡）という泡の力で
汚れを落とす風呂『ミラバス』を作る会社の会長になって
いる。かつて自分が味わった衝撃と感動を与えられるよ
うな物を次世代の子ども達に向けて作りたいと話す。
　この『ミライ人間洗濯機』のすごいところは、自動で体
を洗うだけでなく、ストレス度合いも計測し、AIが個人
に合わせた映像や音楽、香り、温度にして、心まで洗っ
てくれるそうだ。この技術が普及すれば、入浴が今より
も一段とくつろぎと癒しを与えてくれる時間になるだろ
う。また浸かるだけで汚れが取れるなら、風呂が面倒く
さいと言う人や時短を求める人々にも喜ばれそうである。
どうせなら、髪の毛まで洗って勝手に乾かしてくれると
尚良いのだが。
　他にも、話題を呼んでいる『空飛ぶ車』や『本人そっく
りのアンドロイド』など、これからの未来はどこまで進
化するのだろうとわくわくするような展示が目白押しだ。
入場券は高額だが、今から開幕が楽しみである。
　皆様のご意見、ご要望、ご感想などお寄せいただけれ
ば幸いです。お待ちしております。

（E-mail adress：gyoumu.osk@nissenkyo.or.jp）
 一般社団法人日本染色協会　編集部

編集後記

関連ファイル
「労務費に適切な転嫁のための価格転嫁に関する指針」
　https://www.jftc.go.jp/houdou/pressrelease/2023/nov/231129_01_romuhitenka.pdf
別添１：労務費の適切な転嫁のための価格転嫁に関する指針
　https://www.jftc.go.jp/houdou/pressrelease/2023/nov/231129_02_romuhitenka.pdf
別添２：労務費の適切な転嫁のための価格転嫁に関する指針（概要版）
　https://www.jftc.go.jp/houdou/pressrelease/2023/nov/231129_03_romuhitenka.pdf
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●用紙：琵琶湖の環境保全活動を支援する寄付金付びわ湖環境ペーパー
　　　 責任ある木質資源や再生資源を使用したFSC®認証用紙
●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷
●製造、廃棄に発生するCO₂をカーボンオフセット済
●CO₂排出量：906.7g/部

906.7


